
ポ
脚鼈
日
蘇
ケ
ツ
倒
理
窮

上
げ
ま
す
。
一　

一．

づ
て
や
ネ
ッ
ト
で
暗

わ
さ
を
さ
さ
や
い
て

人
た
ち
、
ぜ
ひ
明
る

っ
た
松
阪

・
花
岡
の

伝
え
直
し
て
く
だ
さ

・し
て
子
供
た
ち
に
住

い
故
郷
を
つ
く
る
の

こ
う
し
た
人
々
の
行

一で
あ
る
こ
と
が
伝
わ

一と
思
い
ま
す
。

阪
市
内
、
女
性
）

罰
）に
。

一付
係
が
チ
ェ
ッ
ク
を

一し
た
責
任
は
免
れ
な

”、
男
性
自
身
が

一
言

日
前
投
票
を
済
ま
せ

〕て
い
ま
す
」
と
気
を

一せ
て
申
し
出
れ
ば
防

一と
思
う
の
だ
が
、
い

一な
も
の
か
。

一国
で
は
何
力
所
も
の

本所
で
、
申甲
距
崚
刻
の

中７
時
に
な
っ
て
も
投

日
頃
気
に
な
る
こ
と
や

意
見
、
質
問
な
ど
気
軽
に

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
原
稿

に
は
郵
便
番
号
、
住
所
ヽ

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
な
ど
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇

宛
先

◎
郵
送
　
一〒
５
１
５
１
０

８
２
１
　
松
阪
市
外
五
曲

町
１５
　
夕
刊
二
重
新
聞
社

編

集
局

ま
ち
２

属

」

◎
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
０
５
９
８

（２．
）
８
５
０
０

◎
Ｅ
メ
ト
ル
ト
一
一
『
ｏ
ｏ

く
」
澪
”
一
自
一
Φ
・
〇
一
巨

夕
刊
二
重
新
聞
社

票
用
紙
が
届
い
て
い
な
い

と
か
、
選
挙
区
と
比
例
区

の
投
票
用
紙
の
渡
し
間
違

い
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

て
い
る
。

今
年
４
月
に
は
統

一
地

方
選
が
あ
る
。
貴
重
な
１

票
の
無
効
を
な
ぐ
し
、
公

平
を
保
つ
た
め
に
も
、
担

当
者
へ
の
指
導
を
徹
底
し

て
ほ
し
い
も
の
だ
。

（多
気
郡
多
気
町
内
、
男

性
）
　

　

．

仄
別
鳥
豪
刊斜
一企‘配評妻

同
社
は
建
馨
肴
堅

需
宝

関
連
の
会
社
で
営
業
マ
ン
と
し

て
経
験
を
積
ん
だ
量
堂
さ
ん

（４３
）
が
３０
歳
の
こ
ろ
に
独
立
、

設
立
し
た
。
「デ
ザ
イ
ン
住
宅
」

に
は
理
念
的
な
捉
え
方
も
あ
る

が
、̈
同
社
で
は
施
主
側
の
イ
メ
．

ト
ジ
に
合
わ
せ
た
、
デ
ザ
イ
ン

性
に
優
れ
た
住
宅
に
強
み

ヽ
を
発

揮
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
一
フ

ル
オ

‐―
ダ
ー
」
の
住
宅
で
い
内

装
を
限
り
な
く
シ
ン
プ
ル
に
抑

え
た

「ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
■
ブ
」

の
よ
う
な
住
宅
や
リ
ジ
■
卜
の

雰
囲
気
を
出
し
た
バ
リ
風
邸
宅

な
ど
の
実
績
も
あ
る
。
商
圏
は

松
阪
地
区
を
中
心
に
伊
勢
市
、

た
が
い
実
家
が
建
築
関

係
の
仕
事
を
し
て
い
た

縁
も
あ
っ
て
金
沢
工
業

大
学
工
学
部
建
築
学
科

に
進
学
。
意
匠
系
を
専

．攻
し
い
安
藤
忠
雄
や
谷

口
吉
生
な
ど
の
現
代
建

築
に
老
響
を
受
け
て
い

っ
か
ヽ
員
弁
郡
の
設
計
事
務
所

な
ど
で
経
験
を
積
み
、　
一
級
建

築
士
の
資
格
を
取
得
し
た
後
の

●
０
デ
プ
ロ
ホ
ー
ム

一
設
立
＝
２
０
０
１

（平
成
１３
）
年
一

０
代
表
――
量
堂
嘉
久
代
表

ｏ
事
業
内
容
事
業
＝
デ
ザ
イ
ン
住
宅
の

設
計
、
建
築
施
工
管
理

一
従
業
員
数
＝
約
５
人

（う
ち
女
性
２

６一
住
所
＝
松
阪
市
田
村
町
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訓
瓢
獲
聖
部
型
鶴
髭
鶴
５，
一Ｍ
肇
コ饗酬
別滉
壁
請
引
蹂
舗
．々瞥
整
χ
％
、ア」くな
伊
上
多
い餞

住宅の設計
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津
市
な
ど
に
ま
た
が
り
、年
間‐、

一藤跡いヽ
燿確一匹辱̈
“貯

身
一・塁
立神
三
鼎
時ヽ
代
に
は

獣
医
師
に
憧
れ
た
時
期
も
あ
つ

僻酪デザイン

「新
和
風
」
の
家
で
受
賞
歴
も

２
０
１
０

（平
成
２２
）年
ご
ろ
、

「デ
ザ
イ
ン
に
力
を
入
れ
て
い

る
会
社
だ
っ
た
か
ら
」
と
入
社

を
決
め
た
。

以
来
、
担
当
し
て
い
る
の
が

設
計
部
門
だ
。
こ
こ
で
は
施
主

の
要
望
を
聞
く
ヒ
ア
リ
ン
グ
か

ら
ラ
フ
プ
ラ
ン
、
実
施
設
計
の

段
階
へ
と
進
ん
で
い
く
¨
こ
れ

ま
で
担
当
し
た
物
件
は
節
棟
然

上
で
昨
年
に
は
、
日
本
家
屋
の

美
し
さ
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ

し
た
Ｌ
新
和
風
」
を
提
案
し
た

松
阪
市
上
川
町
の
物
件
で
リ
ク

シ
ル
メ
ン
バ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
４
新
築
部
門
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

量
堂
さ
ん
は

「会
社
と
し
て

は
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
に
ど
ん
ど

ん
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い

‐。
伸
び
伸
び
と
や

つ
て
も
ら
い
た
い
」
と
期
待
。

梅
林
さ
ん
も

「今
、
し
っ
か
り

と
デ
ザ
イ
ン
を
さ
せ
て
も
ら
え

瑾

珀

漿

・

22寅 日、糸田かく副曙整

言T茸要12日、日主のはしご乗り

踊

藤

襲

難

ら
、
相
可
の
町
民
文
化
会
館

一
帯
で
町
消
防
団
出
発
式
を

開
く
¨
現
在
、
当
日
の
目
玉

と
な
る
は
し
ご
の
上
で
技
を

披
露
す
る

「は
し
ご
乗
り
演

技
」
の
練
習
に

，
熱
を
入
れ
て

い
る
。

出
発
式
は
毎
年
こ
の
時
季

に
、
消
防
団
の
意
気
込
み
を

地
域
の
人
た
ち
に
伝
え
、
団

結
力
を
高
め
て

「心
意
気
」

一
醒

躁

】
鷺

竹
製
の
は
・

し
ご
乗
り
茫

例
で
、
昨
な

の
見
学
妻
繋

Ｈ
月
か
ら
”

み
立
て
る

め
、

１２
月
一

開
始
し
た
。

現
在
は
〈

の
農
業
者

，

ン
タ
ー
で
、

打
ち
合
わ
れ

―
ン
の
「は

を
中
心
に
一

の
は
し
ご
（

露
す
る

コ

多
気

，
イ
ド


